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            (Chief: Dr. H. Tanda)
   A statistical study was performed on new outpatients. The total number of new outpatients in 
1986 was 8,174 (male: 5,177, female: 2,997) and the male to female ratio was 1.73 : 1. They had 
urogenital diseases definitely diagnosed (7,043), urogenital diseases undefinitely diagnosed (689), no 
diseases (357), and diseases other than urogenital (85). Thirty percent of the outpatients were re-
ferred to us by other sources. The number of operations on new outpatients was 182, circumcision, 
resection of condyloma and vasectomy were representative. The peak of the age distribution was 
in the thirties for males and in the twenties for females. 
   A statistical study was made on new outpatients according to the international disease classifi-
cation. There were 109 malignant (urogenital) tumors (1.4%). The major diseases of the new out-
patients were cystitis (acute or chronic: 21.4%), upper urinary tract stone (16.8%), prostatitis (14.1 
%), and benign prostatic hypertrophy (11.3%). In males the major diseases were prostatitis, upper 
urinary tract stone, benign prostatic hypertrophy, balanoposthitis, phimosis and in females they were 
cystitis, upper urinary tract stone, pyelonephritis, renoptosis and neurogenic bladder. 
   We conclude that our hospital plays a major role as a private urological hospital.
Key words: Clinical statistics, Outpatients clinic




対 象 と 方 法
1986年1月1日より同年12月末日までの1年間に当
院を受診 した新来患者(以下新患 とす)を 対象 とし
た,疾 病分類は第1報Dに準 じた.
*現:札幌医科大学非常勤講師










大学関係の外来統計に多く認め られて い る現象であ
る.お そらく50歳代のピークは,上部尿路結石症の治






















rig.L1986年度 新 来 患 者 数.
Tablei.新来患者(新患)の 年齢層別性別分布(1986年度).























合計571 529 1410 1433 izoz 1304 960 sos 145 12 8174
療の 他 に血 尿 ・疹痛 の精 査 のた め,正 つ の ピ ー クを示
した もの と考 え て い る,
新患 の 内訳 をFig.2に 示 した.確 診 は86.2%,未
診が8,4%0,泌尿 器科 的 正常 が4.4%,他 科 が1.0%で
あ った.入 院 患者 総 数 は1,356例で886例(65.4%)が
紹介 を うけ た もの で あ る.
2.外 来 患者 手 術
外来 での 手 術 数 は182例で,内 訳 をTablc2に 示
した.例 年 の とお りの環 状 切 開,vasectomy,condy・
loma切除 が お もな る もの で あ った.
3.ICDに 基 づ く1986年度 外 来 患 者(Table3(1)
～(8))
結 核 性 疾 患12例受 診 した が,例 年 通 りで,結 核 の根
強 さを示 した.性 器 ヘ ル ペ ス,毛 じ らみ症 な ど も昨 年
同様減 少 の傾 向は ない(Table3(1))・
Table3(2)に新 生 物 の疾 患 数 を 示 した.全 尿 路
系悪 性 腫 瘍 は109例(1.4%)であ った.膀 胱 腫 瘍 は 例
















Fig.2.1986年度 新来 患 老(新 患)の 内 訳.
1664 泌尿紀要33巻10号1987年
今年 度 は60例受 診 した.
内分 泌 ・代 謝 疾 患 をTable3(3)に ま と め た.
IMP(イ ンポ テ ン ツ)は56例 で1985年6月よ りIMP
Table2.おもな外 来 手 術 名 と例数(1986年).
例数














































































































丹田 ・ほか:臨 床統計 ・外来新患症例
1986年度新来患者の主疾患 は,膀 胱炎1,651例




















(21.4%),上部 尿 路 結 石 症1,296例(16.8%),前立腺
炎1,093例(14.1%),前立 腺肥 大症870例(11.3%)で
あ った(Table4).
2.1986年度 の新 患 の男 ・女 別 の主 疾 患 は,男 子 で は
前 立 腺 炎,上 部尿 路 結 石 症,前 立腺 肥 大 症,亀 頭 包皮





































































































































































































Table4.まとめ(1)新患 の 主 疾患(1986年度).
主 疾 患 例数(%)
1.膀胱炎(急性 ・慢性)
2.上 部尿路結石症
















































































1986年新 患 男 ・女 別 の主 疾 患.
(女)
主 疾 患 例 数(%) 順位 主 疾 患 例 数(%)





































尿 器科学 会北 海道地方 会にて発表 した.
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ア レルギー性疾患(喘 息,奪 麻 疹,湿 疹,ス
トロフルス,ア レルギー性鼻炎 など)。食中毒。
薬物中毒,薬 物過敏症,ロ 内炎。
慢性肝疾患 にお ける肝機能異常 の改善。
または20ロ1のを皮下または静脈内に注射。
1日1回,40m1を 静 脈 内 に注 射 。 年 齢,症 状 に よ り適宜 増 減。
包装20m15管 。30管,5m15管。50管,2ml10管・100管
楽使 用上 の注 意はg製 品の添付文誉 をご参照† さい。
健保適用
●内服療法には 』匹盟 曇 回=函
錠二号
包装1000錠,5000錠
嚇 麟 ミノフアrゲ ン製薬本舗(〒160)東京都新宿区四谷3-2-7
